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要 約 2005年，2006年にブータン王国で実施してきた食用野生植物に関する調査に引き続き，2007年７

月にブータン王国西部の農村３カ所，森林２カ所，市場３カ所等において調査を実施した。この結果，食

用野生植物として19科26種の種子植物と10種のシダ植物を確認できた。聞き取り調査の結果，これら食用

野生植物の中には健康効果が信じられているものがあった。体の痛みを和らげる効果のあるものとして，

ヤシ科の Plectocomia himalayana，イラクサ科の Elatostema lineolatumが挙げられ，また，Plectocomia
 

himalayanaは吐き気に，キク科のArtemisia princepsは風邪，咳，マラリアに，シソ科の Menta spicata

は喉の痛みや高血圧に，ユリ科のAllium属の一種（現地名Narang）は下痢・腹痛に，タデ科の Per
 

sicaria runcinataは尿路感染症に効果があると信じられていた。さらに，シソ科の Pogostemon amar
 

anthoidesおよびユリ科の Polygonatum cirrhifoliumは鉄分の供給源，Plectocomia himalayanaおよび

Elatostema lineolatumはビタミン源として認識されており，タデ科の Fagopyrum cymosumは喉が渇い

た際の水分補給に良いとの回答が得られている。

-

-
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は じ め に

筆者らはヒマラヤ山脈南東麓に位置するブータン

王国において食用利用されている野生植物について，

その植物種を明らかにするとともに，利用者である

住民らによって信じられている健康効果等の伝統的

知識を収集するために，2005年４月に同国西部，南

部地域で ，2006年４月に東部地域で調査を行っ

た 。この結果，確認された食用野生植物のうち

種子植物は，2005年の調査で21科30種，2006年の調

査で25科47種が確認され，春季におけるブータン王

国での野生植物の食用としての利用状況が明らかに

なった。さらに，これら食用野生植物の中には，健

康効果が信じられているものがあることも確認され

た。しかしながら，これらの調査はいずれも４月の

限られた期間での調査であったため，同国の食用野

生植物について網羅的に調査を行うためには，異な

る季節での調査も必要とされた。

このため，2007年は７月にブータン王国において，

これまでと同様に信州大学と同国農業省RNR-

Research Centerの合同で食用の野生植物資源に関

する第三次調査を実施した。本報ではこの調査結果

について報告する。

調査地および調査方法

調査は，2007年７月５日から９日の間に実施した。

各調査地において住民もしくは市場の販売員より野

生植物利用についての聞き取り調査（現地名，可食

部，信じられている健康効果，収穫・利用時期，利

用法（本報では省略）など）を行うとともに対象植

物の標本を採取した。

調査地をTable１およびFig.１に示した。ブー

タン王国のHa県Talang村，Wangdue Phodrang

県 Langejara村およびWogayna村の各農村にお

いて農家を訪問して調査を行った。また，Punak-

ha県 Chuda ZongおよびWangdue Phodrang県

Wogaynaにおいては住民が採取活動を行っている

森林においても調査を行った。さらに首都Thim-
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phu県の他，Punakha県およびWangdue Pho-

drang県の定期市においても調査を実施した。加え

て，一部植物種については，移動途中にHa県

Chele La峠やWangdue Phodrang県 Bajoの畑地

にみられたものを調査対象とし，採取して標本とし

た。

調査対象となった植物は文献 などによ

り同定を行うとともに，採取した植物標本をブータ

ン王国農業省National Biodiversity Centerに寄託

し，同施設に同定を依頼した。

結果および考察

１．種子植物資源

本調査において確認された食用の野生種子植物は

19科26種であった（Table２およびFig.２～25）。

ただし，この中には，種の同定には至らず，亜科ま

で確認できたもの１種および属まで確認できたもの

５種が含まれていた。さらに，今回は花の形態等の

種を同定するキーキャラクターとなるべき器官の観

察ができなかったため正確な同定ができなかった植

物（Table２の種名に「 」を付記）もあったこと

から，種の確認については引き続き進める必要があ

る。

今回の調査で確認できた食用野生植物種は，2005

年調査の21科30種 ，2006年調査の25科47種 に比

べて少なかった。市場に限って言えば，2005年，

2006年の調査の際，販売されている生鮮野菜のうち

野生植物が占める割合が比 的高かったが，本年の

調査の際には，販売される全生鮮野菜・野生植物の

半量以上がトウガラシの生果実で占められており，

野生植物の割合は低かった。ブータンでは辛味のあ

るトウガラシを野菜として多用し，同国の食文化に

おいて最も特徴的な食材となっている。これまでの

農村での聞き取り調査の結果，シダ類など野生植物

は春から夏までの長い期間で利用されていることが
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Fig.1 Map of surveyed area in Bhutan.

Table 1. Surveyed sites and dates of survey in July,2007
 

No. Investigation
 

date
 

Province

(Dzongkhag)

City/Town

/Village
 

Altitude

(m)

Site

 

1  5 Jul. Ha  Chele La  3800  Road side(pass)

2  5 Jul. Ha  Talang  2940  Farming village
 

3  6 Jul. Thimphu  Thimphu  2400  Bazaar
 

4  7 Jul. Punakha  Punakha  1220  Bazaar
 

5  7 Jul. Punakha  Chuda Zong  1500  Forest
 

6  8 Jul. Wangdue Phodrang  Bajo  1200  Field
 

7  8 Jul. Wangdue Phodrang  Wangdue Phodrang  1200  Bazaar
 

8  8 Jul. Wangdue Phodrang  Langejara  2205  Farming village
 

9  9 Jul. Wangdue Phodrang  Wogayna  1325  Farming village/Forest
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松島ら：西ブータン食用野生植物調査
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Fig.6 Chenopodium album  Fig.7 Bambusiodeae sp.

Fig.4 Taraxacum sp. Fig.5 Thlaspi arvense

 

Fig.2 Amorphophalus napalensis  Fig.3 Plectocoma himalayana
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Fig.8 Juglans regia  Fig.9  Mentha spicata

 

Fig.10 Pogostemon amaranthoides  Fig.11 Cinamomum tamala

 

Fig.12 Polygonatum cirrhifolium  Fig.13 Allium sp.(Narang)
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Fig.14 Allium sp.(Othsho) Fig.15 Allium sp.(Rampo)

Fig.16 Calanthe plantaginea  Fig.17 Cymbidium dayanum

 

Fig.18-1 Pandanus furcatus (whole plant) Fig.18-2 Pandanus furcatus (edible part)
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Fig.19  Phytolocca acinosa  Fig.20 Fagopyrum cymosum

 

Fig.21 Persicaria runcinata  Fig.22 Rosa sericea

 

Fig.23 Tupistra wattii  Fig.24 Zanthoxylum armatum
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Fig.29  Pteridophyta sp.(Nakey) Fig.30 Pteridophyta sp.(Nyakey)

Fig.27 Pteridophyta sp.(Chokey) Fig.28 Pteridophyta sp.(Nakem)

Fig.25 Elatostema lineolatum  Fig.26 Pteridophyta sp.(Balomkem)
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判明しており ，また，今回の調査でも農村部で野

生植物は頻繁に利用されていたので，この時期の食

用可能な野生植物が春季より大幅に減少していると

は考えがたい。今回の調査地域は低緯度（北緯

27.5°付近）でありながら，高標高（1200～3800m，

Table１）であることと，モンスーン気候であるこ

とから，四季が比 的はっきりしている。このため，

2005年，2006年の調査時期であった４月では，未だ

収穫・販売できる栽培作物が限られていることから，

近隣の山林等から採取した様々な野生植物が，農家

の収入源として市場で数多く販売されていたという

状況であったと考えられる。それに対し，今回の調

査が７月に実施したものであり，この時期が重要な

換金作物でもあるトウガラシの収穫・出荷の最盛期

であったために，市場での野生植物の販売が少なか

ったものと推察された。

また，聞き取り調査の結果，これら食用野生植物

の中には健康効果が信じられているものがあった。

体の痛みを和らげる効果のあるものとして，ヤシ科

の Plectocomia himalayana（Fig.３），イラクサ科

の Elatostema lineolatum（Fig.25）が挙げられ，

また，Plectocomia himalayanaは吐き気に，キク

科のArtemisia princepsは風邪，咳，マラリアに，

シソ科の Menta spicata（Fig.９）は喉の痛みや高

血圧に，ユリ科のAllium属の一種（現地名Nar-

ang，Fig.13）は下痢・腹痛に，タデ科の Persicar-

ia runcinata（Fig.21）は尿路感染症に効果がある

と信じられていた。さらに，シソ科の Pogostemon
 

amaranthoides（Fig.10）お よ び ユ リ 科 の

Polygonatum cirrhifolium（Fig.12）は鉄分の供給

源に，Plectocomia himalayanaおよび Elatostema
 

lineolatumはビタミン源として認識されていた。

なお，タデ科の Fagopyrum cymosum（Fig.20）は

喉が渇いた際の水分補給に良いとの回答が得られて

いるが，これはこの植物の茎葉に酸味があるからと

考えられる。一方で，サトイモ科のAmorpho-

phalus napalensis（Fig.２）については採取時に金

属製のナイフを使ってはいけないとされていた。な

お，2006年の調査においても同様に金属製ナイフを

採取，調理時に使うと有毒物質ができてしまうから，

使ってはいけないとされた植物（Swertia sp.，現

地名：Omshamalema）が確認されている 。

さらに，同じ植物であっても，利用する地域と利

用しない地域がある野生植物種がいくつかみられた。

例えば，ソバ属の野生種であるシュッコンソバ

（Fagopyrum cymosum）は，今回の調査ではHa

県の農村において，また，前回の調査でTrongasa

県のおよびZemgang県の農村において野菜として

の利用が確認されたが ，国内で広く同種が分布し

ているにもかかわらず，Trongasa県中心部および

首都Thimphuなどのいくつかの地域では全く利用

しないとの回答が得られている。また，前回の調査

Fig.31 Pteridophyta sp.(Patchanakey) Fig.32 Pteridophyta sp.(Ponkey)

Fig.33 Pteridophyta sp.(Thankey)
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で麴を作る際に果房を混ぜ込むとされていた

Leucas eiliataについても ，今回の調査でPunak-

ha県 Chuda Zongで，その存在が確認されたもの

の，同地域では何にも利用していないとのことであ

った。

２．シダ植物資源

シダ植物については，10種類の利用が確認できた

が，同定には至っていない（Table２，Fig.

26～33）ため，引き続き，種の同定を進める必要が

ある。

今回食用利用が確認できたこれらシダ植物につい

ては，日本のワラビ，ゼンマイと同様に若い葉を利

用するものであった。また，Thimphuの市場でネ

パール名Nigroとして売られていたシダの健康効

果については，同市場の販売員の一人が体の痛みを

軽減する効果があるとの回答を寄せていた。

これまでの各市場での調査の結果，食用野生植物

の中でもシダ類の販売量が特に多い傾向にあったこ

とから，シダ類は同国の主要な食材であり，山村部

住民の大きな収入源となっていると考えられた。実

際に今回調査を実施したWogayna村は幹線道路か

ら山道を徒歩で３時間以上要する距離にあるが，

Wangdue Phodrang県中心地において定期市がた

つ土日には，この山道をシダの若い葉を満載した籠

を担いで一日２往復して出荷し，それで得た収入で

日用品等を購入しているという事例が明らかになっ

ている。

これまでの３カ年にわたるブータン王国における

食用野生植物資源調査の結果，各年に共通して利用

が確認された主要な野生植物資源として，Elatos-

tema lineolatum，Plectocomia himalayana（2005

年度報告では Calamus sp.と記載 ），Pogostemon
 

amaranthoides，Phytolocca acinosaおよびシダ類

が挙げられる 。これらは山村部で採取・自家

消費されるだけでなく，販売されて重要な収入源と

なっている。また，各地域において，これら以外に

も数多くの食用野生植物資源の利用が明らかになっ

た。今後は利用されている植物種についてのデータ

をまとめた食用野生植物図鑑の作成に着手するとと

もに，確認された健康効果の原因物質の確認等をブ

ータン王国農業省傘下の研究機関とともに行ってい

く予定である。
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Summary
 

To clarify the edible wild plant resources in Bhutan and to reevaluate traditional knowledge of their
 

effect on human health,a survey was carried out in three bazaars,three forests and four farming villages
 

by researchers of Shinshu University and Ministry of Agriculture, Bhutan, in July 2007, following the
 

surveys in 2005 and 2006 at other season and area of Bhutan.A total of 26 edible wild plant species that
 

are belonging to total of 19 families of Magnoliophyta were determined.A total of 10 edible wild plant
 

species of Pteridophyta were also determined,but they were not identified.Some of the wild edible plants
 

are believed to affect human health functionally.For example,Plectocomia himalayana and Elatostema
 

lineolatum are believed to reduce the body pain.The effects for nausea (Plectocomia himalayana),cold,

cough and malaria (Artemisia princeps), throat pain (Menta spicata), urinary tract inflection (Persicaria
 

runcinata)are also believed.They also believed that Pogostemon amaranthoides and Polygonatum cirr-

hifolium could provide iron for human, and Plectocomia himalayana and Elatostema lineolatum could
 

provide vitamin for human.

Key word:effect on human health,edible plant,traditional knowledge,wild plant,Bhutan
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